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尾
瀬
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
尾
瀬
に
関
わ
る
課
題
な
ど
を
話
し
合
う
た
め
、
毎
年
開
催

し
て
い
る
尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
が
、
平
成
29
年
８
月
30
日
と
31
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
群
馬
県
片

品
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
尾
瀬
の
未
来
を
考
え
る
」
意

見
発
表
の
場
と
し
て
２
部
構
成
で
の
開
催
と
な
り
、
第
１
部
は
若
い
世
代
か
ら
の
意
見
発
表

を
、
第
２
部
は
例
年
の
サ
ミ
ッ
ト
参
加

者
（
財
団
理
事
、
評
議
員
）
等
か
ら
の

意
見
発
表
を
、
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
８
月
30
日
に
、
尾

瀬
国
立
公
園
が
日
光
国
立
公
園
か
ら
分

離
・
独
立
し
て
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と

を
記
念
し
、
尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
に
あ
わ
せ

て
、「
尾
瀬
国
立
公
園
10
周
年
記
念
式

典
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

瀬
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
７

　

８
月
30
日
に
片
品
村
内
の
尾
瀬
ぷ
ら

り
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
１
部
」
で
は
、

群
馬
県
事
業
と
し
て
小
中
学
生
を
対
象

に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
尾
瀬
学
校
」
に

か
つ
て
参
加
し
た
大
学
生
や
、
群
馬
県

立
尾
瀬
高
校
の
現
役
高
校
生
に
よ
る
意
見
等
の
発
表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

尾
瀬
学
校
参
加
者
に
よ
る
意
見
発
表
で
は
、
尾
瀬
学
校
の
体
験
が
環
境
に
興
味
を
持
つ
き

っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
後
の
進
路
に
影
響
し
た
こ
と
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
尾
瀬
高
校
生
か
ら
は
、
授
業
や
部
活
で
取
り
組
む
シ
カ
の
食
害
な
ど
の
調
査
活
動

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
瀬
学
校
参
加
者
と
尾
瀬
高
校
生
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
尾
瀬
の
担
い
手
と
し
て
、
尾
瀬
を
守
り
楽
し
む
と
い
う
観
点
か

ら
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
（
一
部
抜
粋
）。

・
大
学
の
同
級
生
で
尾
瀬
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
い
る
の
で
、
も
っ
と
尾
瀬
の
認
知
度
を
上

げ
る
こ
と
が
が
尾
瀬
を
守
る
上
で
も
重
要
だ
と
思
う
。

・
若
い
世
代
に
尾
瀬
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
自
然
や
様
々
な
取
り
組
み
等
を
し
っ
か

り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

・
尾
瀬
は
様
々
な
環
境
が
入
り
組
ん
で
い
て
面
白
く
、
ガ
イ
ド
も
数
多
く
い
る
の
で
、
子
ど

も
た
ち
が
自
然
を
知
る
一
歩
に
繫
が
る
良
い
場
所
だ
と
思
う
。

・
山
小
屋
が
充
実
し
て
い
て
、
自
然
へ
の
入
門
と
し
て
最
適
。
も
っ
と
夜
の
時
間
を
推
し
て

見
る
と
い
い
。

・
外
国
人
に
も
も
っ
と
尾
瀬
の
魅
力
を
知
っ
て
欲
し
い
。

・
多
く
の
人
が
来
る
よ
う
に
な
る
と
、
以
前
の
よ
う
な
自
然
の
荒
廃
が
懸
念
さ
れ
る
。
よ
り

一
層
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
啓
発
が
大
切
に
な
る
。　

　

翌
31
日
に
同
村
内
の
尾
瀬
高
原
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
２
部
」
で
は
、
例
年
の
サ
ミ

ッ
ト
参
加
者
で
あ
る
財
団
理
事
や
評
議
員
に
加
え
、
財
団
の
活
動
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
の

あ
る
企
業
を
友
の
会
特
別
会
員
と
し
て
お
招
き
し
、
将
来
を
見
据
え
た
尾
瀬
の
あ
り
方
に
関

す
る
意
見
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
発
表
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
（
一
部
抜
粋
）。

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
へ
の
対
応

・
尾
瀬
の
自
然
環
境
の
保
護

・
若
い
利
用
者
の
増
加
策

・
尾
瀬
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
環
境
教
育
の
推
進

特集
「
尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
７
」・

「
尾
瀬
国
立
公
園
10
周
年
記
念
式
典
」

　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た

「
尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
７
」・

「
尾
瀬
国
立
公
園
10
周
年
記
念
式
典
」

　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た▲ パネルディスカッションの様子

尾



　

な
お
、
会
場
内
で
は
、
関
係
市
町
村

と
し
て
、
群
馬
県
片
品
村
、
福
島
県
檜

枝
岐
村
、
南
会
津
町
、
新
潟
県
魚
沼
市

に
よ
る
地
元
物
産
品
の
振
る
舞
い
や
物

品
販
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の
一
般
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▼ 関係市町村による振る舞い・物品販売
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・
少
子
高
齢
化
社
会
の
へ
の
対
応

・
新
た
な
尾
瀬
の
楽
し
み
方

・
周
遊
型
や
滞
在
型
、
閑
散
期
利
用
の

促
進

・
外
国
人
入
山
者
へ
の
対
応

・
効
果
的
な
情
報
発
信
の
あ
り
方

・
登
山
道
整
備
の
あ
り
方

　

ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
第
２
部
の
開
催
前

に
は
、
同
ホ
テ
ル
内
で
当
財
団
評
議
員

の
関
根
進
氏
に
よ
る
「
山
小
屋
の
機
能

役
割
」
の
説
明
、
理
事
の
千
明
金
造
氏

に
よ
る「
身
障
者
限
定
の
尾
瀬
ツ
ア
ー
」

の
説
明
、
評
議
員
の
八
木
原
圀
明
氏
に

よ
る
「
登
山
利
用
か
ら
見
た
尾
瀬
の
魅

力
」
と
題
し
た
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー

が
行
わ
れ
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

瀬
国
立
公
園
10
周
年
記
念
式
典

　

８
月
30
日
に
片
品
村
内
の
尾
瀬
ぷ
ら
り
館
で
尾
瀬
国
立
公
園
10
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
「
尾
瀬
国
立
公
園
10
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
大
澤
正
明
群
馬
県
知
事
と
笹
川
博
義
環
境
省
環
境
大
臣
政

務
官
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
尾
瀬
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
尾

瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
る
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
る
ま
」
の
除
幕
、
目
入
れ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
一
般
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、「
夏
の
思
い
出
」
を
合
唱
し
、

祝
賀
ム
ー
ド
が
会
場
全
体
に
漂
う
中
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲ サミット第２部で挨拶をする大澤理事長

尾瀬高校生による▶
メッセージだるまの除幕　

尾
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い
よ
い
よ
約
20
年
ぶ
り
の
尾
瀬
総
合
学
術
調
査

（
第
４
次
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第
１
次
（
１
９
５
０

〜
１
９
５
２
）
〜
第
３
次
（
１
９
９
４
〜
１
９
９
７
）

ま
で
の
学
術
調
査
で
は
、
尾
瀬
の
自
然
環
境
を
一
か

ら
調
べ
上
げ
、
ま
た
尾
瀬
で
の
自
然
の
成
り
立
ち
、

自
然
現
象
や
物
質
の
流
れ
、
生
息
す
る
生
物
に
関
す

る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
第
４
次
調

査
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る

尾
瀬
の
自
然
環
境
の
変
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
影
響
把
握
、
こ
れ
か
ら
尾
瀬
の
自

然
を
監
視
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
基
礎
情
報
の
整

備
と
そ
の
公
開
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら

始
動
し
た
総
合
学
術
調
査
の
、
現
在
ま
で
の
動
き
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
学
術
調
査
キ
ッ
ク
オ
フ

　

６
月
の
は
じ
め
に
、
第
４
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査

団
長
の
坂
本
充
先
生
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）
を

は
じ
め
、
４
名
の
研
究
者
が
参
加
し
て
の
キ
ッ
ク
オ

フ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
調

査
団
長
か
ら
の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
、
初
回
調
査
と

し
て
、
残
雪
状
況
の
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
の
様
子

　

植
物
目
録
作
成
の
た
め
の
調
査
の
一
環
と
し
て
、

水
草
の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
コ
ウ

ホ
ネ
の
仲
間
は
尾
瀬
に
数
種
類
存
在
す
る
そ
う
で
、

オ
ゼ
コ
ウ
ホ
ネ
を
は
じ
め
と
し
て
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
そ

れ
ら
の
類
縁
関
係
を
探
る
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

動
物
分
野
で
は
、
ま
ず
コ
ウ
モ
リ
類
や
、
水
生
昆

虫
類
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ウ
モ
リ
類

は
、こ
れ
ま
で
に
ヒ
メ
ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ
モ
リ
（
写
真
）

を
含
む
９
種
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
空
撮
測

量
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
植
生
図
の
作
成
、
植
物
の
分

布
状
況
調
査
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
）。

　

総
合
学
術
調
査
は
平
成
31
年
度
ま
で
の
３
年
間
行

わ
れ
、
こ
の
ほ
か
様
々
な
分
野
の
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
様
子
や
成
果
を
今
後
も
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

第４次尾瀬総合学術調査レポート①
総合学術調査始動！

▲ 学術調査の趣旨説明を行う坂本調査団長
（2017.6.5 鳩待峠）

▲ 水草の標本採取の様子 2017.8.27 尾瀬ヶ原
（撮影：大森威宏　調査団実行役員）

▲ ドローンによる空撮測量の準備中 
2017.9.5　中田代

▲ 捕獲して識別のための目印をつけている
ヒメホオヒゲコウモリ（撮影：大沢夕志　協力員） 



尾瀬の外来植物対策尾瀬の外来植物対策

はるかな尾瀬 2017.11

　

尾
瀬
で
の
外
来
植
物
対
策
と
し
て
は
、
過
去
に
山

小
屋
周
辺
に
侵
入
し
た
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
や
ヒ
メ
ジ
ョ

オ
ン
な
ど
の
駆
除
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
人
の
踏
み
つ
け
に
よ
り
裸
地
に
な
っ
た
場
所
に

生
育
す
る
の
み
で
、
湿
原
内
へ
の
分
布
拡
大
は
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
有
識
者
の
見
解
を
受
け
て
、

特
別
保
護
地
区
内
に
お
け
る
外
来
植
物
の
駆
除
は
行

わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
特
別
保
護
地

区
の
外
に
お
い
て
は
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
（
特
定

外
来
生
物
：
環
境
省
）、
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
（
日

本
の
侵
略
的
外
来
種
ワ
ー
ス
ト
１
０
０
：
日
本
生
態

学
会
）
の
生
育
が
報
告
さ
れ
、
一
部
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
よ
る
駆
除
活
動
が
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
よ

り
大
が
か
り
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
尾
瀬
保
護
財
団
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

特
別
保
護
地
区
に
至
る
登
山
口
へ
接
続
す
る
車
道
沿

い
に
お
い
て
（
図
）、
関
係
機
関
に
協
力
を
呼
び
か

け
な
が
ら
外
来
植
物
対
策
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

対
策
の
内
容
は
、
ま
ず
特
定
の
外
来
植
物
の
分
布
状

況
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
特

定
の
外
来
植
物
の
生
育
地
に
お
い
て
駆
除
活
動
を
行

っ
て
行
く
と
い
う
も
の
で
す
。
対
策
実
施
に
あ
た
っ

て
の
協
力
機
関
は
、
環
境
省
、
会
津
森
林
管
理
署
南

会
津
支
署
、
福
島
県
、
群
馬
県
、
檜
枝
岐
村
、
片
品

村
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
、
東

京
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
福
島
県
側
の
ル
ー
ト
で
の
分
布
調
査

と
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ

の
駆
除
活
動
、
群
馬
県
側
で
の
両
種
の
駆
除
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
群
馬
県
側
で
の
駆
除
活
動
に
は
、
尾

瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

片
品
・
山
と

森
の
学
校
に
も
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲ 分布調査とハルザキヤマガラシの駆除
（七入付近）

▲ 鳩待峠～津奈木での
ハルザキヤマガラシの駆除作業

▲ 小沢平でのオオハンゴンソウの駆除成果 ▲ 富士見下～国立公園境でのオオハンゴンソウの
駆除成果と協力者

外来植物対策
実施ルート図

実施ルート

国立公園境 国立公園境
5km

金泉橋

小沢平

七入

沼山峠
休憩所

尾瀬沼

燧ヶ岳
三条の滝

尾瀬ケ原

景鶴山

小淵沢出合

大清水

富士見下

鳩待峠

津奈木

至仏山 一ノ瀬富士見峠アヤメ平

御池

N



イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。

【
５
月
27
日
】
７
時
勤
務
開
始
。
来
客
数
が

グ
ッ
と
増
え
、
そ
れ
に
ク
マ
騒
動
が
加
わ
っ

た
。
山
ノ
鼻
と
鳩
待
峠
間
に
ク
マ
が
い
た
と

の
情
報
が
次
々
と
入
り
、
そ
の
対
応
に
大
わ

ら
わ
。
そ
こ
へ
傷
病
人
発
生
の
報
も
入
る
。

そ
の
様
な
中
、
私
は
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
た
の

み
。

【
６
月
２
日
】
雷
雨
、
雹
が
降
る

タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
３
号
と
い
う
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
が
来
て
、
群
馬
テ
レ
ビ
の
録
画
撮
り
。
主

に
所
長
が
対
応
、
内
心
は
冷
や
汗
も
の
だ
っ

た
と
言
っ
て
い
た
が
、
は
た
目
に
は
余
裕
が

感
じ
ら
れ
た
。
本
日
よ
り
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
Ｉ
さ
ん
、
来
た
る
。
20
年
目
だ
と
か
。

【
６
月
７
日
】 

甲
信
越
地
方
、
梅
雨
入
り
。

【
６
月
10
日
】
見
本
園
内
に
シ
カ
柵
設
置
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
あ
り
。
午
後
７
時
よ
り
、
Ｅ

さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
。
た
く
さ
ん

の
情
報
を
短
時
間
に
伝
え
よ
う
と
一
生
懸
命

だ
っ
た
。

【
６
月
14
日
】
オ
ッ
？
！ 

初
め
て
ク
マ
を
見

た
。
大
き
く
て
存
在
感
あ
る
堂
々
と
し
た
背

中
が
、
湿
原
を
駆
け
抜
け
て
行
っ
た
。

【
６
月
16
日
】
尾
瀬
学
校
の
子
供
た
ち
が
た

く
さ
ん
や
っ
て
来
た
。
午
後
、
ひ
と
り
の
子

が
体
調
不
良
で
動
け
ず
。
谷
川
警
備
隊
、
出

動
。
子
供
を
背
負
っ
て
鳩
待
峠
ま
で
帰
っ
て

行
っ
た
。
感
動
。
夜
、
Ｋ
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド

レ
ク
チ
ャ
ー
。
落
ち
着
き
、
お
客
さ
ん
の
声

も
く
み
取
り
な
が
ら
自

分
の
得
意
な
世
界
で
勝

負
し
て
い
た
。

【
６
月
18
日
】
業
務
に

て
至
仏
山
、
初
登
頂
。

【
６
月
21
日
】
雨
天
の

た
め
、
尾
瀬
学
校
も
す

べ
て
中
止
と
な
り
、
訪

れ
る
人
影
も
ま
ば
ら
。

【
６
月
22
日
】
夕
食
は
パ
ン
と
シ
チ
ュ
ー
。

こ
の
山
の
中
で
パ
ン
を
焼
こ
う
と
い
う
発
想

に
脱
帽
で
す
。

【
６
月
24
日
】
シ
カ
柵
立
て
作
業
。
初
め
て

湿
原
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。
手
付
か
ず
の
池

塘
や
浮
島
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
別
天
地
、
桃

源
郷
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
、
本
当
に
宝
物
だ
。

【
７
月
１
日
】
本
日
、
至
仏
山
開
山
。
生
憎

の
空
模
様
。
朝
観
察
会
に
14
名
、
終
了
後
に

拍
手
ま
で
い
た
だ
き
元
気
が
出
た
。

【
７
月
２
日
】
外
は
雨
。
テ
ン
シ
ョ
ン
下
が

り
っ
ぱ
な
し
。

【
７
月
６
日
】「
白
い
虹
」
を
初
め
て
見
る
。

【
７
月
８
日
】来
客
数
、多
目
。
そ
う
い
う
中
、

傷
病
人
対
応
。
Ｓ
さ
ん
、
Ｍ
さ
ん
が
先
々
を

見
通
し
な
が
ら
動
き
、
私
に
も
指
示
を
出
し

て
く
れ
た
。
ヘ
リ
に
よ
る
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
終

了
後
、
ク
マ
出
現
と
い
う
情
報
で
再
出
動
。

【
７
月
15
日
】
八
木
沢
巡
回
。
Ｍ
さ
ん
大
転

倒
し
、
メ
ガ
ネ
曲
が
る
。

【
７
月
19
日
】
梅
雨
明
け

【
７
月
22
日
】
夕
方
、
ド
シ
ャ
降
り
の
雨
。

７
時
よ
り
Ｓ
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ

ー
。
素
晴
ら
し
い
事
前
準
備
で
説
得
力
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
た
。
見
習
う
べ
き
也
。

【
７
月
30
日
】
や
っ
と
夏
空
が
や
っ
て
来
た
。

【
８
月
１
日
】
本
日
、
Ｙ
く
ん
の
誕
生
日
。

手
作
り
パ
イ
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
お
祝

い
。

【
８
月
５
日
】
群
馬
県
副
知
事
、
尾
瀬
視
察
。

【
８
月
11
日
】
突
然
、
Ｎ
氏
夫
妻
来
訪
。
退

院
し
て
元
気
も
出
て
来
た
の
で
尾
瀬
に
や
っ

て
来
た
と
か
、
感
謝
な
り
。
お
元
気
で
。

【
８
月
20
日
】
10
時
前
、
再
び
テ
ン
マ
沢
で

ク
マ
出
現
の
報
。木
道
脇
に
平
然
と
居
座
り
、

動
く
気
配
が
な
い
状
態
。
ク
マ
ス
プ
レ
ー
、

動
物
駆
逐
用
三
連
発
を
使
っ
て
追
い
払
う
。

午
後
は
平
穏
に
戻
る
。

【
８
月
26
日
】
９
時
頃
、
天
候
急
速
に
回
復
。

　

以
下
の
記
録
は
あ
る
管
理
員
の
日
記
か
ら

の
抜
粋
で
す
。
原
稿
〆
切
の
関
係
か
ら
９
月

下
旬
ま
で
の
約
５
ヶ
月
間
の
記
事
の
中
か

ら
、
い
く
つ
か
の
も
の
を
こ
こ
に
紹
介
し
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
振
り
返
り
と
し
ま
す
。

【
５
月
８
日
】
こ
れ
か
ら
の
尾
瀬
で
の
集
団

生
活
、
合
宿
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
っ
た
く

想
像
が
つ
か
な
い
。
不
安
が
１
５
０
％
。

【
５
月
10
日
】
本
日
、
尾
瀬
に
入
る
。

【
５
月
12
日
】４
時
30
分
起
床
。小
雨
降
る
中
、

外
へ
出
る
。
燧
ケ
岳
、
至
仏
山
と
も
に
見
え

ず
。
９
時
10
分
頃
、
ヘ
リ
飛
来
。
あ
の
爆
音

あ
の
爆
風
の
中
、
上
下
で
連
携
し
、
荷
物
を

確
実
に
上
げ
降
ろ
し
て
い
た
。
何
故
か
、
思

わ
ず
涙
が
出
た
。
夜
軽
く
飲
む
。
若
い
人
に

は
着
い
て
い
け
ね
ぇ
と
弱
気
に
な
る
。

【
５
月
15
日
】
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

開
所
式
。
５
時
15
分
起
床
。
６
時
過
ぎ
朝
食
。

６
時
30
分
か
ら
清
掃
。
７
時
よ
り
早
番
。
説

明
を
受
け
な
が
ら
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開

け
、
気
象
観
測
も
行
な
い
、
ブ
ロ
グ
更
新
も

や
り
、
開
所
式
準
備
も
テ
キ
パ
キ
と
。
11
時

頃
、
開
所
式
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
約
30
人
。

【
５
月
16
日
】
午
後
、
見
本
園
を
歩
く
。
ま

だ
多
く
の
雪
が
残
る
中
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を

聞
き
な
が
ら
、
穏
や
か
な
日
差
し
の
下
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
を
楽
し
む
。

【
５
月
25
日
】
受
付
に
英
語
し
か
話
せ
な
い

タ
イ
人
カ
ッ
プ
ル
が
や
っ
て
来
た
。
尾
瀬
も

現
地
情
報

原
を
わ
た
る
風
だ
よ
り

山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り

山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り

原
を
わ
た
る
風
だ
よ
り

山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ

山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セセセセセセセ

よ
り

セ
ン
タ
ー
よ

ン
タ
ー

ン
タ
ー
よ

ン

ー
よ
ーーー
タタ

セ

タタ
ンンン
セ

鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ

ビ
ジ
タ
ーー
セ

山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
よ
り
よよよよ

山
のの
鼻
ビ

ー
セ

よよ
り

今
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て
…

夕
方
、
至
仏
山
は
真
っ
赤
な
夕
陽
に
包
ま
れ

る
。
尾
瀬
は
も
う
秋
の
気
配
濃
厚
な
り
。

【
９
月
８
日
】
今
日
も
一
日
ク
マ
さ
ん
に
右

往
左
往
。
シ
ウ
リ
サ
ク
ラ
の
木
に
登
り
実
を

食
べ
る
行
動
に
走
っ
て
い
る
。
少
し
前
は
、

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
だ
っ
た
の
に
。
季
節
の
移
り

変
わ
り
に
ク
マ
も
私
た
ち
も
翻
弄
さ
れ
て
い

る
。

【
９
月
９
日
】
透
明
感
の
あ
る
晴
天
。

【
９
月
10
日
】
朝
か
ら
ク
マ
対
応
に
追
わ
れ
、

気
力
体
力
と
も
に
消
耗
。

【
９
月
12
日
】
本
日
「
山
ノ
鼻
十
二
山
神
」

祭
り
の
日
。
見
本
園
入
口
の
山
神
を
見
つ
め

て
い
た
ら
フ
ッ
と
解
放
さ
れ
た
気
分
に
な
っ

た
。

【
９
月
18
日
】
台
風
18
号
の
影
響
で
昼
近
く

ま
で
停
電
。
カ
ー
プ
優
勝
。

【
９
月
19
日
】
文
字
通
り
の
台
風
一
過
！

【
９
月
25
日
】
燧
ケ
岳
初
登
頂
。「
厳
父
」
と

称
さ
れ
る
だ
け
の
厳
し
さ
あ
り
。

　

大
自
然
の
偶
然
の
産
物
と
し
て
出
来
上
が

っ
た
尾
瀬
。
そ
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
を

次
の
世
代
へ
引
き
継
ご
う
と
努
力
し
て
い
る

数
多
く
の
人
々
の
中
に
突
然
や
っ
て
来
た
私

た
ち
。そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
抱
え
な
が
ら
も
、

一
緒
に
生
活
す
る
中
で
、
偶
然
の
出
会
い
を

必
然
に
変
え
て
い
く
ワ
ク
ワ
ク
感
を
感
じ
な

が
ら
過
ご
し
た
日
々
。
こ
の
濃
密
な
半
年
間

は
私
た
ち
の
人
生
の
中
で
も
特
別
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
達
と
出
会
い
、
沢
山
の
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
ま
た
私
た
ち
の

成
長
を
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、結
び
と
し
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
入
倉　

修
平
）
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が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
来
シ
ー
ズ
ン
は
ど
ん
な
個
性
派
が
揃
う

の
か
、
皆
さ
ん
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

 

（
佐
々
木　

彩
乃
）

「
梅
鉢
咲
く
秋
〜
５
年
の
感
謝
を
込
め
て
〜
」

　

い
つ
も
休
日
に
足

を
運
ん
で
い
る
檜
枝

岐
村
の
盛
大
な
盆
踊

り
を
見
た
次
の
朝
、

尾
瀬
沼
に
戻
る
と
す

っ
か
り
景
色
は
秋
に

移
り
変
わ
り
祖
母
の

好
き
な
ウ
メ
バ
チ
ソ

ウ
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。

　

尾
瀬
の
仕
事
に
携

わ
る
方
々
や
登
山
に

訪
れ
る
人
々
を
は
じ
め
周
辺
の
村
や
町
の

方
々
、
故
郷
の
家
族
や
友
人
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
今
年
度
も
無
事
に
こ
の
季
節
を
迎
え

ら
れ
た
事
を
心
か
ら
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。
尾
瀬
に
い
ら
れ
る
時
間
も
あ
と
わ
ず

か
に
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
の
尾
瀬
で
の
新

た
な
出
会
い
や
発
見
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら

日
々
精
進
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

(
川
上　

藍)

　

尾
瀬
の
自
然
の
流
れ
を
感
じ
な
が
ら
の
半

年
間
の
生
活
は
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
２
年
目
の
お
仕
事
で
し

た
が
、
今
年
は
よ
り
一
層
尾
瀬
の
自
然
の
美

し
さ
に
感
動
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
シ
ー
ズ

ン
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
毎
日
生
活
を

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
々
変
化
し

て
い
く
風
景
に
、
飽
き
る
こ
と
な
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
尾
瀬
。
そ
し
て
そ
こ
で
生
活

を
共
に
す
る
仲
間
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
今

シ
ー
ズ
ン
も
こ
こ
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
江
崎　

花
絵
）

「
い
ろ
い
ろ
と
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
の
仕
事
を
通
じ

て
、
日
本
に
多
く
あ

っ
た
湿
原
が
開
発
で

な
く
な
る
中
、
尾
瀬

は
奇
跡
的
に
残
さ
れ

守
ら
れ
て
き
て
い
る

こ
と
。
そ
れ
が
、
ど

れ
だ
け
す
ば
ら
し
い

か
と
い
う
こ
と
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
尾
瀬
を
愛
す
る
多
く
の

人
た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ

と
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
尾
瀬

で
の
住
み
込
み
の
生
活
に
耐
え
ら
れ
る
か
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
何
と
か
無
事
に
今
日
ま
で

や
っ
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
西
川　

眞
治
）

　

大
き
な
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
実
際
に

尾
瀬
で
働
い
て
み
る
と
、
そ
こ
は
毎
日
夢
の

よ
う
な
世
界
で
し
た
。

　

景
観
や
音
風
景
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
何

と
言
っ
て
も
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
尾

瀬
に
関
わ
る
人
た
ち
の
人
柄
が
大
変
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。

　

美
し
い
景
観
や
音
風
景
が
人
を
優
し
い
気

持
ち
に
し
、
そ
う
い
う
気
持
ち
で
他
人
同
士

が
日
々
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有
機
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
尾
瀬
で
は
成
り
立
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
自
然
豊
か
な
尾

瀬
を
将
来
世
代
に
も
し
っ
か
り
と
継
承
で
き

る
よ
う
、
音
風
景
の
視
点
か
ら
尾
瀬
の
豊
か

さ
や
美
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

短
い
間
で
し
た
が
、
尾
瀬
で
出
会
っ
た
す

べ
て
の
方
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

　

５
月
に
尾
瀬
に
入
っ
た
時
、
尾
瀬
は
一
面

の
雪
で
、
少
し
の
不
安
を
抱
き
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
の
半
年
が
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
、
あ
っ
と
い
う
間

の
半
年
で
し
た
。
今
は
尾
瀬
の
シ
ー
ズ
ン
が

も
う
少
し
長
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

雪
解
け
が
遅
く
て
、
６
月
で
も
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
残
雪
が
あ
っ
た
こ
と
。
傷
病
者
が
出
た

時
に
は
、
夜
遅
く
ま
で
職
員
み
ん
な
が
救
助

に
が
ん
ば
っ
た
こ
と
。
た
ま
の
休
み
で
は
、

街
で
食
料
を
買
っ
て
上
が
り
ま
す
が
、
数
十

キ
ロ
の
荷
物
が
重
く
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
。

今
と
な
っ
て
は
よ
い
経
験
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
尾
瀬
の
自
然

が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。 

（
阪
路　

善
彦
）

　
「
半
年
間
ほ
ん
と
あ
っ
と
い
う
間
だ
か

ら
！
ぼ
け
ー
っ
と
し
て
る
と
す
ぐ
終
わ
っ
ち

ゃ
う
よ
。
や
り
た
い
企
画
ど
ん
ど
ん
や
っ
て

い
か
な
い
と
。」と
言
っ
て
た
な
ぁ
私
。っ
て
、

ほ
ん
と
に
終
わ
っ
ち
ゃ
う
わ
。
と
最
近
感
じ

て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
み
ん
な
に
発
破
を
掛
け
て
い
た

も
の
の
、
こ
の
半
年
で
何
が
出
来
た
ん
だ
ろ

う
と
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
１
人
で
や
っ
た

こ
と
は
１
つ
も
な
く
て
、
ど
の
場
面
も
職
員

８
人
で
の
協
力
作
業
で
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン

は
女
子
力
の
高
い
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
目

指
し
、
男
性
陣
の
ユ
ー
モ
ア
に
支
え
ら
れ
、

入
山
者
の
方
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
運
営

お
こ
じ
ょ
だ
よ
り

現
地
情
報

尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り

尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り

お
こ
じ
ょ
だ
よ
り

尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ

尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よよよよ
りり

尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ

瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

ー
セ
ン
タ
ー
よ

セ
ン

ー
よ
ーーー
タタタタ
ンンン
セセ

尾尾
瀬

よ
り
よ
り

今
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て
…

ざ
い
ま
し
た
。 

（
宮
坂　

隆
朋
）

や
っ
ぱ
り
来
て
良
か
っ
た
！

　

尾
瀬
で
の
生
活
を

振
り
返
っ
て
思
う
こ

と
は
「
や
っ
ぱ
り
き

て
良
か
っ
た
！
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
前

職
を
辞
め
て
尾
瀬
に

訪
れ
た
当
初
は
不
安

の
方
が
勝
っ
て
い
ま

し
た
。
で
す
が
尾
瀬

で
の
植
物
や
生
き

物
、
景
色
、
人
々
と

の
出
会
い
は
新
し
い
発
見
ば
か
り
で
不
安
ど

こ
ろ
か
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
身
を
置
き
、
働
け
た
こ

と
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
尾
瀬
を
通
し

て
出
会
え
た
沢
山
の
感
動
を
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
の
糧
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
佐
野　

愛
海
）

「
尾
瀬
で
の
学
び
」

　
「
初
め
て
の
職
場

と
し
て
尾
瀬
を
選
ん

で
本
当
に
良
か
っ

た
。」
今
ま
で
の
こ

と
を
思
い
返
す
と
本

当
に
そ
う
思
い
ま

す
。
自
然
と
は
何
か

自
然
と
関
わ
り
な
が

ら
働
く
と
は
何
か
を

周
り
の
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、自
分
な
り
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

半
年
間
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
、
尾
瀬

に
上
が
っ
て
き
た
日
の
こ
と
も
、
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
充
実
し
た
楽
し
い
尾

瀬
で
の
生
活
も
あ
と
少
し
で
す
が
、
尾
瀬
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
次
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
上
村　

麻
実
）
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○
外
国
人
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た

　

近
年
、
尾
瀬
で
も
外
国
人
入
山
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
外
国
人
受
け
入
れ
の
際
に
ど
う

い
う
こ
と
が
必
要
な
の
か
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
尾
瀬
山
小
屋
組
合
や
片
品
村
観
光
協
会
、
尾
瀬
認
定

ガ
イ
ド
な
ど
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ

う
い
っ
た
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
９
月
11

日
（
月
）
〜
13
日
（
水
）
に
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
た

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
台
湾
か
ら

の
留
学
生
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
２
泊
３
日
の

行
程
で
尾
瀬
ヶ
原
と
尾
瀬
沼
を
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
当
日
の
様
子
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

１
日
目
は
、
９
時
に
群
馬
県
高
崎
駅
を
出
発
し
て
、
片
品

村
戸
倉
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
、
本
ツ
ア
ー
の
目

的
や
尾
瀬
国
立
公
園

内
で
の
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
を
周
知
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
基

本
的
に
は
初
め
て
聞

く
内
容
だ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
台
湾
に
も

国
立
公
園
が
あ
る
の

で
納
得
で
き
る
も
の

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

13
時
過
ぎ
、
い
よ

い
よ
尾
瀬
歩
き
が
始

ま
り
ま
す
。
ガ
イ
ド

さ
ん
に
よ
る
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
初
め

て
の
尾
瀬
の
自
然
や
木
道
、
時
折
見
え
る
至
仏
山
な
ど
に
興

奮
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
途
中
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
注

意
の
看
板
を
紹
介
す
る
と
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
い
る
こ
と
を

知
ら
な
く
て
驚
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

山
ノ
鼻
地
区
で
は
、
尾
瀬
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

見
学
や
宿
泊
す
る
山
小
屋
で
の
生
活
面
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
初
日
の
振
り
返
り
の
中
で
は
、
事
前

に
情
報
を
入
手
す
る
手
段
と
し
て
Ｈ
Ｐ
を
も
っ
と
見
や
す
く

し
た
方
が
い
い
と
い
う
意
見
や
ト
イ
レ
が
チ
ッ
プ
制
で
あ
る

こ
と
に
驚
い
た
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
目
的

地
ま
で
の
距
離
が
分

か
ら
な
い
と
不
安
に

な
る
の
で
、
も
う
少

し
看
板
が
あ
っ
て
も

い
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
尾
瀬

沼
ま
で
足
を
伸
ば
し

ま
す
。
木
道
な
ど
も

少
な
く
な
っ
て
、
普

通
の
登
山
道
に
悪
戦

苦
闘
し
た
よ
う
で
す

が
、
尾
瀬
沼
の
景
色

に
は
感
動
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
尾
瀬

沼
に
到
着
し
た
ら
尾

瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
２
日
目
の
山
小
屋
に

チ
ャ
ッ
ク
イ
ン
し
ま
す
。
夕
食
後
の
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー

で
は
、
尾
瀬
の
自
然
保
護
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し

ま
し
た
。
同
時
通
訳
し
な
が
ら
の
進
行
で
、
通
常
の
レ
ク
チ

ャ
ー
よ
り
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
留
学
生
か
ら
の
意
見
で

は
、
や
は
り
英
語
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
た
方
が
い
い
と

い
う
意
見
や
施
設
内
の
多
言
語
化
を
も
っ
と
進
め
た
方
が
い

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
、名
残
惜
し
み
な
が
ら
大
清
水
へ
下
山
し
ま
し
た
。

帰
っ
た
後
、
留
学
生
の
中
に
は
自
分
で
尾
瀬
の
絵
を
描
い
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
た
人
も
い
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
初
め
て
の

尾
瀬
が
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
外
国
人
が
尾
瀬
を
体
験

し
て
ど
う
感
じ
る
の
か
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
そ

の
重
要
性
や
驚
い
た
り
興
味
を
持
つ
ポ
イ
ン
ト
の
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
尾
瀬
で
は
こ
れ
か
ら
も
外
国
人
入
山
者
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
言
葉
や
文
化
の
違
い
か
ら
難
し
い

こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
対
応
を

検
討
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

●
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
実
施
し
ま
し
た

　

６
月
24
日
（
土
）
〜
25
日
（
日
）
に
尾
瀬
沼
地
区
に
お
い

て
「
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年

は
８
都
県
（
福
島
、
栃
木
、
群
馬
、
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、

神
奈
川
、
新
潟
）
か
ら
13
名
、
ま
た
群
馬
県
が
実
施
し
て
い

る
「
ぐ
ん
ま
環
境
学
校
（
エ
コ
カ
レ
ッ
ジ
）」
か
ら
６
名
の

参
加
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
19
名
の
新
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

当
講
座
は
、
新
た
に
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
登
録
を
希
望

す
る
方
の
研
修
と
先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
山
ノ
鼻
地
区
と
尾
瀬
沼
地
区
を
隔
年
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
自
己
紹
介
。
こ
れ
か

ら
共
に
活
動
す
る
仲
間
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
続
い
て
、

尾
瀬
国
立
公
園
の
保

護
の
し
く
み
、
尾
瀬

の
保
護
の
歴
史
、
尾

瀬
の
自
然
、
尾
瀬
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
夜
は
尾
瀬
沼
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
る
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
の
上

映
、
そ
の
後
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
職
員
も

交
え
て
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
最
初
は
、

尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
朝
の
自
然
観

察
会
を
体
験
。
朝
降
っ
て
い
た
雨
も
直
前
に
止
み
、
雨
に
降

ら
れ
ず
実
施
で
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
ベ
テ
ラ
ン
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
招
い
て
、
大
清
水
と
沼
山
峠
の
２
班
に
分
か
れ
て
美

ト
ピ
ッ
ク
ス　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

▼ 初めての尾瀬をガイド付きで歩く留学生

▼ 快適な山小屋の夕食（一例）

▼ 自己紹介の様子



化
清
掃
活
動
（
ゴ
ミ

拾
い
）
を
実
施
。
一

見
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
て

も
よ
く
探
す
と
た
く

さ
ん
の
細
か
い
ゴ
ミ

が
あ
り
、
特
に
今
年

は
虫
除
け
シ
ー
ル
が

目
立
ち
ま
し
た
。
研

修
の
締
め
く
く
り

は
、
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
基
本
中

の
基
本
の
入
山
口
啓

発
活
動
。
ベ
テ
ラ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

入
山
口
啓
発
活
動
の

大
切
さ
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
桟
木
打
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た

　

桟
木
（
さ
ん
ぎ
）
と
は
、
傾
斜
の
あ
る
木
道
の
表
面
に
滑

り
止
め
と
し
て
設
置
さ
れ
る
木
材
の
こ
と
で
、
木
道
の
延
長

方
向
に
対
し
て
垂
直
に
つ
け
る
こ
と
か
ら
、横
木
（
よ
こ
ぎ
）

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
雨
で
濡
れ
た
木
道
や
樹
林
帯
内
な
ど
湿

っ
た
環
境
に
あ
り
コ

ケ
が
生
え
た
木
道
、

ま
た
、
霜
が
降
り
た

木
道
は
非
常
に
滑
り

や
す
い
た
め
、
転
ん

だ
経
験
が
あ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
こ
で
、
群
馬
県

の
桟
木
打
ち
活
動
の

推
進
に
協
力
す
る
た

め
、７
月
４
日（
火
）、

７
月
８
日
（
土
）
の

２
日
間
、
三
平
峠
周

辺
の
群
馬
県
管
理
木
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道
の
桟
木
打
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
、
今
年
初
め
て
の
試
み
で
、
群
馬
県
の
指
導
の
も
と
、

東
京
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
尾
瀬
林
業
事
業
所
の
方
を
講

師
に
招
き
、
両
日
計
17
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
で
実
施

し
ま
し
た
。
ど
の
場
所
に
桟
木
打
つ
こ
と
が
効
果
的
な
の
か

や
、
桟
木
が
割
れ
な
い
よ
う
に
す
る
打
ち
方
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
実
際
に
木
道
に
桟
木
を
打
ち
込
み
ま
し
た
。

●
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

　

９
月
９
日
（
土
）
〜
11
日
（
月
）、
群
馬
県
利
根
郡
片
品

村
（
戸
倉
お
よ
び
山
ノ
鼻
）
に
て
「
第
13
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
日
ご
ろ
入
山

口
啓
発
活
動
や
巡
回
美
化
（
清
掃
）
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
自
然
解
説
の
技
術
（
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
た
も

の
で
す
。

　

講
師
に
若
林
正
浩
氏
（
公
益
財
団
法
人
キ
ー
プ
協
会
所
属

那
須
平
成
の
森
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
長
）
を
お
招
き
し
、

尾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
12
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
会
場
は
尾
瀬
ぷ
ら
り
館
と
十
二
ノ
森
公
園
。
ま

ず
始
め
に
、「
ネ
ー
ム
ト
ス
」
や
「
フ
ー
プ
回
し
」
な
ど
の

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を

行
い
、
受
講
生
同
士

の
名
前
を
覚
え
た

り
、
共
同
作
業
を
す

る
こ
と
で
緊
張
を
ほ

ぐ
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
野
外
に
出
て

十
二
ノ
森
公
園
に
移

動
し
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
「
は
っ
ぱ

ジ
ャ
ン
ケ
ン
」「
同

じ
色
探
し
」
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験

し
ま
し
た
。
身
近
な

自
然
で
も
よ
く
観
察

す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、多
く
発
見
や
驚
き
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
い
よ
い
よ
山
ノ
鼻
に
向
け
て
出
発
。
移
動
の
途

中
、
山
の
川
上
川
橋
付
近
で
は
ク
マ
が
木
に
登
り
採
食
す
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
山
ノ
鼻
に
到
着
後
、
午
前
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
あ
る
物
語
に
登
場
す

る
人
物
た
ち
の
好
感
度
の
順
位
付
け
を
個
人
で
行
っ
た
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
を
ま
と
め
る
と
い
う
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
人
に
よ
っ
て
色
々
な
見
方
や
感
じ
方
が
あ
る
こ

と
や
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
意
思
決
定
を
す
る
際
に
大
切
な

こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
午
後
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ

ー
マ
を
決
め
、解
説
の
補
助
素
材
と
な
る
「
解
説
ユ
ニ
ッ
ト
」

の
作
成
。
最
初
は
ど
ん
な
テ
ー
マ
に
す
る
か
戸
惑
い
が
み
ら

れ
ま
し
た
が
、
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
後
は
黙
々
と
作
業
に
取

り
か
か
り
、
夕
食
後
も
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
が
自
主
的
に
作

業
を
進
め
る
な
ど
、
意
識
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
朝
、
目
覚
ま
し
に
「
実
況
中
継
」
と
い
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
目
か
ら
入
る
も
の

や
五
感
で
感
じ
た
も
の
を
実
況
す
る
も
の
で
、
ラ
ジ
オ
の
実

況
中
継
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
聞
く
側
は
目
を
つ
ぶ
り

ま
す
。
即
興
で
解
説
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
苦
戦
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
良
い

訓
練
、
良
い
目
覚
ま
し
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
研
修

の
締
め
く
く
り
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
「
解
説
ユ
ニ
ッ
ト
」
を

使
っ
た
発
表
で
す
。
研
究
見
本
園
に
出
て
実
際
に
湿
原
を
見

せ
な
が
ら
の
解
説

や
、
実
体
験
を
交
え

た
解
説
、
絵
を
描
い

た
フ
リ
ッ
プ
を
使
用

し
て
の
解
説
な
ど
、

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
完

成
度
の
高
い
発
表
と

な
り
ま
し
た
。

　

２
泊
３
日
の
研
修

で
受
講
生
の
仲
間
の

輪
が
広
が
っ
た
こ
と

も
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
繋
が
っ
て
ゆ
く

も
の
と
思
い
ま
す
。

▼ 入山口で熱心に話を聞く受講生の様子▼ 桟木を打つボランティアの様子

▼ 「同じ色探し」の様子

▼ 解説ユニットを使った発表の様子



尾瀬保護財団からのお知らせ尾瀬保護財団からのお知らせ

寄付のお願い寄付のお願い寄付のお願い

尾瀬保護財団では広く寄付をお願いしております。尾瀬保護財団では広く寄付をお願いしております。尾瀬保護財団では広く寄付をお願いしております。
　当財団は、尾瀬国立公園において、利用者に対し自然への理解を深めるための解説活
動や、適正な利用に関する普及啓発を実施するとともに、各種の環境保全対策や施設の
管理運営等を行ない、尾瀬の優れた自然環境の保全に寄与する活動を続けております。

特別協賛寄付者のご紹介特別協賛寄付者のご紹介 ※10月26日現在の寄付日順、敬称略

◆個人住民税の寄付金控除の対象に尾瀬保護財団が指定されました。
　　個人住民税の寄付金税制の拡充により、各都道府県・市区町村が条例で指定した法人に対する寄付が、住民税の
控除対象となるようになりました。尾瀬保護財団は下記の県・市・町から指定を受けています。（財団への寄付を行
った翌年１月１日にこれらの県・市・町にお住まいの個人が対象となります。）

　　福島県、群馬県にお住まいの寄付者 ： 個人県民税
　　福島県富岡町、群馬県前橋市、群馬県高崎市、群馬県桐生市にお住まいの方 ： 個人県民税と個人市民税 ･町民税

◆また、尾瀬保護財団は「公益財団法人」に認定されており、当財団への寄付は所得税 ･法人税の優遇措置を受ける
ことができます。

　※なお、所得税、住民税控除の対象となる方には、領収書の送付時にご案内資料等をお送りします。

◆企業・団体の皆様とより良いパートナーシップを築けるよう、特別協賛寄付、協賛寄付の制度があります。詳細は
財団事務局（群馬県庁 15階・027-220-4431）にお問い合わせください。

■寄付につきましては、財団事務局（群馬県庁 15階・027-220-4431）にご来訪いただくか、財団にご連絡の上、下
記口座にお振込をお願いいたします。

糸  井  商  事（株）
顧客と時代のニーズを追い求めて…

株式会社エコ計画　環境・食・貢献をテーマに事業を展開している企業として、「豊かで美しい尾
瀬の自然を後世にまで伝える」という当財団の趣旨に賛同いただき、社会貢献事業の一環として100万円
のご寄付をいただきました。寄付は、今回で２回目となります。（通算寄付総額　2,000,000円）
寄付者からのメッセージ：エコ計画は、1970年創業の総合リサイクル企業で「環境・食・貢献」をテー
マに事業を展開。群馬県では、1981年に事業を開始し、古民家を移築した自家源泉を備える２つの直営
旅館に加え、高崎市倉渕町には、フォレストック認定取得の社有林（約 1,000ha）を保有、森林整備を
通し、自然環境保護に取組んでいます。尾瀬は、日本の自然保護の原点でもあり、貴財団の趣旨に賛同、
寄付をさせて頂きました。
今後も地域社会との共生、発展に貢献して参ります。

水上高原ホテル２００（水上高原リゾート株式会社）水上より坤六峠を越えて尾瀬に入る
ツアーを同社が経営されているホテル（水上高原ホテル２００）で実施されており、その収益の一部とし
て30万円のご寄付をいただきました。また、ホテル内で募金を実施していただき、その募金額をご寄付い
ただきました。同社からのご寄付は、今回で５回目となります。（通算寄付総額　1,449,292円）
寄付者からのメッセージ：環境保全と共に尾瀬の雄大な自然と楽しさ・魅力を伝えて参ります。

株式会社セーブオン　群馬、新潟、福島県内のセーブオン全店舗において、尾瀬環境保全募金を実
施していただき、その募金額をご寄付いただきました。（通算寄付総額　7,808,403円）
寄付者からのメッセージ：㈱セーブオンでは、「尾瀬国立公園」が位置する群馬県・新潟県・福島県の店
頭にて募金を実施し、多くのお客様に寄付をお寄せいただきました。ご協力頂いたすべてのお客様に深く
感謝いたします。今後も、尾瀬の貴重な自然環境を後世まで末永く守り続けるための活動を応援してまい
ります。"

アサヒビール㈱群馬支社　これまで継続してご支援をいただいていた「うまい！を明日へ！」プロ
ジェクトによるご寄付は平成26年度で終了となりましたが、今後も当財団への支援を続けて行きたいとい
うアサヒビール群馬支社様のご厚意により、平成27年度は100万円のご寄付をいただきました。（通算寄
付総額　28,957,751円）
寄付者からのメッセージ：アサヒビール(株)群馬支社では、地域との共生や地域貢献を目標に掲げ、2009 
年春から、全国活動の一環として群馬県内での売上の一部を尾瀬保護財団様へ寄付させていただいてまい
りました。今後は群馬支社独自の取り組みとしての寄付継続を含め、県民の皆様とともに環境保全を進め
ていきたいと考えています。群馬県の子供たちの未来のために、お役立ていただけたら幸いです。

糸井商事株式会社　当財団の設立の趣旨と活動内容に賛同いただき、100万円のご寄付をいただき
ました。今後もご支援をいただく予定です。（通算寄付総額　1,000,000円）
寄付者からのメッセージ：糸井商事は昭和21年創業、今年で70周年を迎えました。「顧客と時代のニーズ
を追い求め続けます。」と「会社の繁栄、社員の幸福、地域社会への貢献を三位一体で推し進めます。」
を経営理念に掲げ、地域にとって存在価値のあり続ける企業を目指しています。社長が球団代表を兼ねて
いる群馬ダイヤモンドペガサスの活動と合わせながら、尾瀬の自然環境保護の応援をさせて頂きます。

福島県
東邦銀行県庁支店 1078095
福島銀行本店営業部 0590088
大東銀行福島支店 1287138

群馬県 群馬銀行県庁支店 0515428
東和銀行本店営業部

普通
普通
普通
普通
普通 0975531

新潟県
第四銀行県庁支店 1182791
北越銀行県庁支店 0199366
大光銀行新潟支店

普通
普通
普通 0837334
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当財団の設立の趣旨と活動内容に賛同していただき、30万円のご寄付をいただきました。環境とお客様と
のふれあいを大切にする群馬トヨペット」は、尾瀬の優れた自然環境を保全する活動主旨に賛同し寄付を
始めさせていただきました。尾瀬の美しい自然環境を守り続けられるよう支援を継続していく予定です。
（通算寄付総額　300,000円）

当財団の設立の趣旨と活動内容に賛同していただき、尾瀬の美しい自然が後世の人々に引き継がれるよう
活動に役立てて欲しいと、ご寄付をいただきました。平成23年度から毎年ご寄付をいただき、今回で７回
目となります。（通算寄付総額　700,000円）

株式会社ニチネン様が片品村の尾瀬工場（平成19年4月に設立）で生産し、販売するミネラルウォーター
「尾瀬の湧き水」の収益の一部を、尾瀬の自然環境保全のために役立てて欲しいと、ご寄付をいただきまし
た。平成19年度から毎年ご寄付をいただき、今回で11回目となります。（通算寄付総額　1,100,000円）

当財団の自然保護活動に活用してもらいたいとの趣旨で、10万円のご寄付をいただきました。株式会社と
りせん様からは、平成21年に株式会社とりせん創立60周年を記念して、環境保全に寄与するという目的
で社員の皆様が募金活動を実施し、その収益をご寄付いただいております。同社からのご寄付は通算で５
回目となりました。今後もご支援をいただく予定です。（通算寄付総額　1,458,391円）

当財団の設立の趣旨と活動内容に賛同いただき、10万円のご寄付をいただきました。今後もご支援をいた
だく予定です。（通算寄付総額　100,000円）

当財団の設立の趣旨と活動内容に賛同していただき、10万円のご寄付をいただきました。今回が3年わた
るご支援の3年目となります。平成29年度からの３年間についても引き続きご支援をいただく予定です。
（通算寄付総額　300,000円）

協賛寄付者のご紹介協賛寄付者のご紹介 ※10月26日現在の寄付日順、敬称略

株式会社読売旅行

株式会社ニチネン

一般財団法人
群馬県警察厚生会

群馬トヨペット株式会社

糸井商事株式会社

株式会社とりせん

第四証券株式会社　今年度は４万円余りをご寄付いただきました。（通算寄付総額　1,768,445円）
寄付者からのメッセージ：尾瀬の自然環境を後世まで末永く守り続けるために今回の寄付金が有効に
活用されることを期待しております。第四証券は第四銀行グループとして、これからも尾瀬の自然環
境保護を支援すると共に、地域社会の発展に貢献してまいります。

アセットマネジメント One 株式会社　今年度は205万円余りをご寄付いただきました。
(通算寄付総額　32,242,169円）
寄付者からのメッセージ：私たちは、投資信託を通じて尾瀬保護財団に寄付を行っています。

株式会社第四銀行　今年度は22万円余りをご寄付いただきました。（通算寄付総額　6,415,719円）
寄付者からのメッセージ：尾瀬の自然環境を後世まで末永く守り続けるため、今回の寄付金が有効に
活用されることを期待しております。第四銀行はこれからも尾瀬の自然環境保護を支援すると共に、
地域社会の発展に貢献してまいります。

株式会社東邦銀行　今年度は72万円余りをご寄付いただきました。（通算寄付総額　11,276,624円）
寄付者からのメッセージ：尾瀬の自然環境を後世まで末永く守り続けることを目的として、当ファン
ドの販売・運用を通じて地域社会の発展に貢献するとともに、広く尾瀬の自然を愛する皆様と共に力
を尽くしていく所存であります。今後とも積極的にＣＳＲ（企業の社会的責任）を重視して取組んで
参ります。

株式会社群馬銀行　今年度は112万円余りをご寄付いただきました。(財団設立当初からの寄付
を含め、通算寄付総額　31,083,780円）
寄付者からのメッセージ：信託報酬の一部が尾瀬保護財団への寄付となる仕組みの投資信託を取扱っ
ており、多くのお客さまの善意の集大成を寄付させて頂きました。趣旨にご賛同頂き投資信託をご購
入頂いた全てのお客さまに深く感謝いたします。

共和工業株式会社
代表取締役  松井恒雄

尾 瀬 紀 行 尾瀬紀行（信託ファンド）で収受した信託報酬の一部として総額 411 万円余りをご寄付いただきました。
平成 19年より今回が 11回目のご寄付となります。　（通算寄付総額　 64,484,337 円）

はるかな尾瀬 2017.11

株式会社福島銀行　平成24年11月に発売された「ふくぎんエコ定期『みんなの尾瀬』」の平成29年3
月末現在残高の0.01%に相当する、1,018万円余のご寄付をいただきました。（通算寄付総額　47,447,843
円）また、昨年度に引き続き街頭募金活動を実施いただき、10万円をご寄付いただきました。（募金総額　
339,986円）
寄付者からのメッセージ：福島銀行は、中期経営計画「ふくぎん本気（マジ）宣言」の基本方針の中で、
社会貢献の取組強化を掲げております。「ふくぎんエコ定期『みんなの尾瀬』」では、お預け入れ頂いた
同預金の年度末残高の0.01％相当額を尾瀬保護財団へ寄付させて頂いており、趣旨にご賛同頂いた多数の
お客様より永年ご支持を頂いております。かけがえのない尾瀬の自然を守るため、福島銀行はお客様と共
に、これからも積極的に保護活動に取組んで参ります。

共和工業株式会社（三条市上須頃）　当財団の設立の趣旨と活動内容に賛同していただき、尾瀬
の保全に役立てて欲しいと、ご寄付をいただきました。同社からのご寄付は、今回で８回目となります。
（通算寄付総額　1,400,000円）
寄付者からのメッセージ：共和は太陽光発電事業など自然保護を支援してまいります。

株式会社 明治　㈱明治様の群馬工場で使用される水の水源でもある、尾瀬の自然環境を後世まで守
り、次代に繋げていくことで、社会そして子どもたちの未来に役立てていただきたいとの想いで、35万円
のご寄付をいただきました。（通算寄付総額　1,250,000円）
寄付者からのメッセージ：㈱明治は、自らの事業が豊かな自然の恵みの上に成り立っていることを認識
し、持続可能な社会の実現に貢献していきます。その一環として、尾瀬の貴重な自然環境が守られるため
の保全活動の一助になる事を期待し、寄付させていただきました。今回の寄付金が有効に活用され、尾瀬
の美しい自然環境が未来へ引き継がれていく事を願い、支援を継続してまいります。
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ツイッター
　　尾瀬情報配信中

尾瀬の情報を随時発信します（公財）尾瀬保護財団

　漢字で書くと「山鳥兜」となり、鳥兜とは舞をすると
きにかぶる鳳凰の頭部を模したかぶり物だ。
　外から見える５枚の顎片は青紫色で、写真では兜型
の顎片を縦に切り、内部を示した。そこにはカタカナの
イの字形（ちょっと無理かな）の蜜腺が２つ納まってい
た。後ろの紺色の部分に蜜があり、マルハナバチが吸い
に来るのだが人には有毒で、試しになめた勇者は１日ほ
ど唇が腫れていたと言っていた。切らずに見るなら、顎
片の散りかけた花を探すといい。ちょうど、蜜を舐めに
くる虫たちの背に花粉がつく絶好の位置である。アオ
ヤギソウの花は小さいが、巧妙な受粉の仕掛けをそな
えているのだ。 （フラワーエコロジスト　田中　肇）

　早くも尾瀬のシーズンが終了します。夏までは長く感じたのですが、9月からはあっと言う間でした。年々早く感じる
のは私だけでしょうか。今年は尾瀬国立公園10周年という記念すべき年でしたが、夏場は長雨が続きあまり晴れ間が無
かったようです。雨の尾瀬も素晴らしいとは思いながら、どうせなら晴れて欲しいと願ってしまいますね。そしてこれか
らは冬が始まります。今年は、例年並みに雪が降って欲しいものです。（宇野）

●●●● 編集後記 ●●●●

●郡山展（第21回写真展）
【開催期間】
　平成29年12月12日(火)～21日(木)
　午前8時30分～午後5時
 　※土日祝日 休館
【会　　場】
　郡山市役所 本庁舎一階 市民ギャラリー
　（福島県郡山市朝日1丁目23-7）
　（TEL：024-924-2491）

●高崎展（第22回写真展）
【開催期間】
　平成29年12月15日(金)～20日(水)
【会　　場】
　高崎市シティギャラリー 第2展示室
　（群馬県高崎市高松町35-1）（TEL：027-328-5050）

●前橋展（第22回写真展）
【開催期間】
　平成30年1月12日(金)～17日(水)
【会　　場】
　群馬県庁1階県民ホール（TEL：027-223-1111）

イベント情報 ◆◆◆イベント情報 ◆◆◆

スマートフォンサイト
　　　　　情報配信中
スマートフォンサイト
　　　　　情報配信中

※予定は変更になる場合があります

第21回NHK「わたしの尾瀬」写真展

【特典について】
※友の会に加入された方には、以下の特典を提供
させていただいております。
・友の会会員バッチ進呈、各種資料送付（初回加
入時のみ）
・財団機関誌：郵送にてお配りします
・宿泊割引：尾瀬戸倉、檜枝岐村周辺宿泊割引
 （休日、祝祭日前等の除外日があります。）
・尾瀬周辺施設利用料割引：対象施設等の詳細は
財団ホームページでご確認ください。

https://www.oze-fnd.or.jp

※加入・更新時期は年4回（5月・8月・11月・2月）です

「友の会」は豊かな尾瀬の自然を守る財団の活動を支援してくださる方々の集まりです。『友の会』コーナー

【年会費】
個人会員 １口 2,000円

１口 1,500円

１口 1,500円

１口 10,000円

家族会員
（個人会員と同居の家族）

ユース会員
（加入又は更新時に満22歳以下）

賛助会員
（団体　企業等）

特別会員
（企業等）

個
人

2月1日からの加入・更新をご希望の方は
12月31日までに会費の納入をお願いします。

㉛

３年に渡る30万円以
上の寄付または１回
100万円以上の寄付

本誌は、再生紙と環境にやさしい再生植物油インキを使用しています。 はるかな尾瀬 2017.11


